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ABSTRACT ；The　purpose　of　this　study 　was 　to　investigate　the　effect　of　low　relative 　humidity　on 　physiological　and

psycho璽ogica 且responses 　in　heated　environment ．　Ih　order 　to　investigate　the　influence　of　bw 　relative　humidity，　we

measured 　Sa  harin　Clearance　Time （SCT ），　Blinking　Times，　Heart　Rate 　Variability（耳RV ），　b1ood　pressロ爬 ，　hydrat孟on

State
，
　transepiderma且water 　loss（TEWL ），

　recovery 　sebum 　and 　skin 　temperatUre　as　physiological　responses ．　A藍so，　we

asked 　thefmal　sensation ，　dryness　and 　com 丘｝rt　sensation 　as　psychologica璽responses 　using 　queStionnaire．　As　the

subjeCts 　of 　the　experiment ，　non 　smoking 　eight 　healthy　male …adults（23．5± 3．6∬）were 　sel  ted．　The 血em ｛レ ncutral

condition 　was 　controlled 　at　air　temperature（Ta）of 　25℃ with 　relative　humidity　of 　5（1％ ．　The　thermal ◎ond 詑i。ns 　were

adjusted 　at　Ta　of25 ℃ with 　relative　humidity　of 　lO％，30％ ，
50％

，
　resp   tively．　SCT 　and 　Blinking　Times　showed 　no

significant　difference　among 　three　conditions　of　the　relative　humidity．　But　there　were 　significant　differences　among

the　conditiens 　ofdifferent 　rerative　humidity　in　TEWL
，
　dryness　and ・　therma 呈sensation ．

1 ．は じ め に

　冬季 にお い て は、暖房 に よる室 内の 乾燥が問題 と

なる 。
ビ ル 管理 法では建築物内の 相対湿度 を 40％以

上 に保 つ よ うに定め て い るが 、 冬季の ビ ル で これ を

守る の は難 しい の が現状で ある 。 湿度 が低 い と皮膚

の 乾燥やか ゆみ が生 じやすい ほか、鼻やの どの 粘膜

が乾燥 し 、 荒れて 細菌に感染 しやす くなる 。 さ らに 、

イ ン フ ル エ ン ザ ウイ ル ス の 生存率が高ま っ た り、ウ

イル ス が空中を舞い やす くなる とい っ た理 由か ら、

風邪や 呼吸器疾患に罹患 しや す い D とされ て い る 。

従 っ て 、人間が生 活す る場の 空調で は 、 室温 だ け で

は な く湿度を適切 に保 っ こ とも非常に 大事で ある と

考え られる 。 しか
’
し 、 居室 内の 低湿度 に関す る研究

は皮膚 の 乾燥や 目の 乾燥 に関す るも の だけで あっ て、

特に影響が あ る と され て い る上 部気 道粘膜 の 活動 性

や眼球粘膜に つ い て の もの は極少 ない 。そこ で 、本

研究は 冬季暖房時に 生 じ易い 居室 内低湿度環境が人

体に及 ぼす影響 を生理 心理 測定 、 特に線毛の 動 きや

まばたき回数 な どを詳細に調 べ る こ とに より明 らか

とす るこ とを目的 とした 。

2 ．方 　　法

2．1時期及び対象

　 2003年 2月か ら 3月に、健康 な男子大学生の 中で、

鼻の病気が なくタバ コ を吸わな い 8 名（23．5± 3．6 歳）

を選別 し対象 と した。

2．2 実験環 境

　前室は気温 25℃ 、相対湿度 50％で
一

定 とし、主室

は気 温 25℃ 、 相対湿度 10％ 、 30％ 、 50e／・ の 3 条件 で

実験 を行 っ た。

2．3 測 定項 目

生理反応 と して 、鼻腔粘膜輸送速度 （SCT ）、 ま ば
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た き回数、心拍変動 （HRV ）、血圧、皮膚水分量や経

皮水分蒸散量 、 皮脂量 を測 定 し、さ らに皮膚温 8 点

を 1 分間隔で連続測 定 した 。
心 理 反応 と し て は 、 温

熱感、乾燥感、快適感につ い て申告を受けた。

2．4 実験 ス ケ ジ ュ
ー

ル （Fig，1）と測定方法
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とした。平均皮膚温は福田
2）
の 12 点法を準用 し 、 前

額部 9，8％ 、 胸部 16．6％（胸 部 8．3％、背部 8．3％）、腹

部 8．1％、腰部 8。1％、前腕部 19．6％、大腿部 30．6％

足背部 7．2％の 加 重 平均 と した。3） 主観申告は前室

で 1 回 、 入室直後 1 回、後は 30 分間隔で 1 回ず っ 計

6 回 、頭部、胴体部 、 下肢部 、全身 の 温熱感 と鼻、喉、

眼 、 顔 、 手 の 乾燥感お よび快適感の 評定 を行 っ た 。

3 ．結　　果

3．1 鼻腔粘膜輸送速度（Fig．2）

　30％と 50％で は ほ とん ど変化 しなか っ た が 、 10％

で は増加す る傾向にあ り 、 そ の 変化 量は 5．2 分で あ っ

た。 しか し、各湿 度間に有意 な差は 認 め られ なか っ

た。

体重 ▲

Fig．1　 Scheduled　for　Experiment

　鼻腔粘膜 輸送速度の 測定は 2，5mm ×0，5mm の サ ッ

カ リン を 鼻腔 内に投入 後、被験者が 甘味 を感 じるま

で の 時間を測定するサ ッ カ リン 法を用い た 。 ま ばた

き回数は パ ソ コ ン の 液晶画面 中央部 に 白い 円 をラ ン

ダ ム な時閤間 隔で 2 分間呈示 し（点灯時間 ls，点滅点

隔 0．2〜1．4s）、被験者に点滅回数を数え させ 、 そ の 2

分間の 被験者 の まば た き回数を験者が カ ウン ト し た
。

心拍変動は 3分間の 呼吸統制中の データを記録 した。

血圧は毎回 3回ず つ 測定 し 、 そ の 平均値を使用 した。

皮膚水分量 の 測 定に は低周波電気容量法の 代表 的な

装置として Courage十Khazaka　electronic 　GmbH 社の

CORNEOME1 ［ER   CM 　825 を用い 、経皮水分蒸散量は

Keytone　Scientific社 の VapoMeter を用い 、顔の 右頬部

お よ び右手背部 を 1 部位 に つ き 3 回ず つ 測定 し、そ

の 平均値 を用い た。 回復皮脂量 の 測定 に は Courage

十Khazaka　 electronic 　GmbH 社 の SEBUMETER   SM

810 を用 い 、測定部位は左 頬部お よび左手 背部 とした。

前室 で 測 定部位 をア ル コ ー
ル で軽 く抜 き取 り 1 回測

定 し、皮表の 皮脂を取 り除い た 。 主室移動 後 60分お

よび 120 分後に 同部位 を測定 し、回復皮脂量 を測定

し た。皮膚温 の 測定部位は前頬 中央、右半身 の 胸部、

背 部、前腕、腹部、臀部、大腿 部、足背部 の 8 部位
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Fig，2　SCT

50％

3．2 まばた き回数

　30％ と 50％で は ほ とん ど変化 し な か っ たが、IO°

／o

で は わず かに増加 した。 しか し、有意な差は認 め ら

れ なか っ た 。

3．3HRV
，
　 LF．HF

，
　 LFIHF 成分比

各湿 度環境下 で の 心拍数は 前室 より主室で 減少 し

た が 、 有意な差は認 められなか っ た。LF 成分や HF

成分は 3 条件の 湿度環境下で 前室 よ り主室 で 増加 し

た が 、有意な差は認 め られ なか っ た。

3．4 血圧

　収 縮期、拡張期 ともに 各湿度環境下で 時 間 の 経過

に 伴 い わずか に上昇する傾 向がみ られ収縮期血圧 は

時間に よる主効果（pく0．05）が得 られ た 。 しか し、各湿

度条件 との 有意 な差 は認 め られ なか っ た 。

3．5 皮膚水分量（Fig、3）

　 湿度が低い ほ ど顔 面頬部 の 皮膚水分量 も低下する

傾向に あ り 、
50％の 環境 と比 べ て 10％ の 環 境下 で は

有意に減少 した。しか しなが ら 、 手背部の 皮膚水分
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量 の 場 合 、 顔面頬部 と同様 の 傾向が認 められ る もの

の 各湿度条件に よる有意な差が認 め られなか っ た 。
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3．6 経皮水分蒸散量（Fig．4）

　顔面頬部 と手背部共 に 10％ と30％の条件で は前室

か ら主室 に入 っ て か ら30分以降には増加 し、 後60分 、

90分、120分に は変化が ほ とん どなく安定 して い た。

顔面頬部 と手背部の 経皮水分蒸散量 にお い て 、 湿度

と時間 の 有意な交 互作用が認 め られ た。
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3，7平均皮膚温度（Fig．5）

　30％ と 50％ の 湿 度条件で は ほ とん ど変化が な く、

10％の湿度条件で は前室 か ら主室 に入 っ て 30℃ まで

に低下 した が 、 そ の 後の 低下 は認 め られなか っ た。
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Fig．5　Mean 　Skin　TemperatUre

3．8 体重減少量（Fig．6）

　各条件 と もに体重 の 減少が認 め られ たが 、特 に

50％の 環境 と比 べ
、 10％の 環境下で 有意（p＜0，05）

に体重減少量が大きか っ た。

O．OO

秘
・0・05

己

も
一〇，10

＆ 。0，15

・0．20

10％ 30％ 50％

「「． レ声「　・」， ．．
　　此「．「「司「广“广噛
　 ゼ

c

　1ρr
 ＿鵬

、，唾“ド广．
卜尸・馬」」 、、　L らP　覧」一 ℃　・广　rr　厂 ゴ尸L軌 ♂■　F1》‘、
癖
購
　 　、ド

　 馳吊广「尸，1　　匸　L
寸
．柔「，’囁．ep彊野
L

唱

．「馬　广厂

匹、1P
、屮
「

‘・
．广早．

＊

主効果 ：RH （P（o．os

Fig．6　Weight　loss

23
N 工工

一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Human-Environment System 

NII-Electronic Library Service 

Japanese 　Sooiety 　of 　Human −Environment 　System

3．9 温熱感及び 乾燥感（Fig．7）

　頭部、下肢部の 温熱感 と各湿度条件の 間に有意な

差は認め られ なか っ たが胴 体部 、
全 身の 温熱感 に は

湿度条件の 有意 な主効果（p＜0．05）が認め られ、10％に

お い て 冷涼が大 きか っ た 。 鼻 、 喉の 乾燥感 には湿 度

条件 の 有意な主効果（pく0．05）が認 め られ、50％ よ り

10％の 環境下で 乾燥感は有意に高 くなっ た 。 眼 、顔、

手の 乾燥感 と各湿度条件 の 間 には有意な差が認 め ら

れ なか っ た。
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3．10「1夬適感（Fig．8）

Fig．7　Dryness

　50％の 条件で は前室 と主 室で の 快適感が ほ とん ど

変わ らなく、10％ と 30％の 条件で は前室か ら主室に

移動 した直後快適値が減少 し、その 後時問の経過 と

と も に 増加 し た。各湿度 との 有意な差は認 め られ な

か っ た。

4 ，ま とめ

　鼻腔内 の 線毛は湿度 が低 くな る と線毛 の 動 きが悪

くな る と言 われ て い る が、本実験で の 結果 か らみ る

と 30％ よ り低 い 湿 度環境が線毛 の 動 きに影響を及 ぼ

す と考え られ た 。 しか し 、 各湿度間 の 有意差はな く、

個人 差も大きか っ た 。 これは環境の 湿度だ けで はな

く鼻腔 内の 湿度、また 、 個人の 鼻腔 の 長 さが異な る

解剖学的影響も SCT 値 に影響を受ける大切な原因だ

と考え られる。また、低湿度環境下で は眼球に水分

を供給す る作用 を持 つ ま ばた きが増加 し、 人体に生

理 的 ス トレ ス を、さらに心理的に不快感 を及ぼす と

言 われて い るが 、本実験の 結果に お い て も、有意で

はない もの の 10％の 湿度条件で 増加 した 。 SCT お よ

び まば た き回数 の 結果か ら 、 10％以 下 の 湿度環 境が

上 部気道粘膜、眼球粘膜の 活動性 に可 らか の 影響を

与 えて い る可能性 が 考え られ た 。 心 拍変動 の 結果 は

各湿度 に よ る 有意な差は 認 め ら れ な か っ た。こ れ は

本実験の よ うな 中立温度で安静状態にお い ては低湿

度が 心拍変動に影響を及 ぼ さなか っ た為だ と考えら

れ る。皮膚生理機能 の 結果に よ り、湿 度の 変化 は 皮

膚水分量、経皮水分蒸 散量 とい っ た 皮膚の 水分に 関

与する パ ラメ
ー

タに影響を及 ぼ し皮脂分泌 には影響

し な い こ とが示 され た 。 温熱感は全体的に 50％の 前

室か ら主室に移動 した 直後寒 く感 じ、後か らは徐 々

に暖か く感 じ る ようになる こ とが分か っ た。快適感

は 50％の 前室 か ら主室に移動 した 直後不快 に感 じ、

後か らは徐 々 に快適に 感 じる よ うに なる こ とが分か

っ た。環境が変わ っ た 直後は そ の 変化に対 して 敏感

に反応 を したが、そ の 後は次第 に馴化 した と考え ら

れ る 。 乾燥感 の 結果 、 目 、 顔 、 手 よ り鼻 と喉 が乾燥

感を感 じ易い と考え られ る。
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